
現
在
は
、
デ
ー
タ
が
経
済
や
社
会
に
重
大

な
指
針
を
与
え
る
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
へ
の

転
換
期
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
デ
ー

タ
は
世
界
を
駆
け
巡
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
も
直
結
し
た
社
会
の
方
向
性
で
も
あ
り

ま
す
。
激
動
す
る
社
会
の
中
で
自
分
の
立
ち

位
置
を
確
立
す
る
に
は
、
変
化
に
対
応
す
る

だ
け
で
な
く
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
気

概
と
展
望
が
必
要
で
す
。
大
学
卒
業
後
も
成

長
し
飛
躍
を
果
た
す
た
め
に
、
本
学
で
は
、

学
部
教
育
に
お
い
て
社
会
に
出
て
か
ら
も
学

び
続
け
る
力
の
基
盤
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

体
系
の
軸
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、
豊
か
な
人
間
性
、

広
く
深
い
教
養
、
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か

ら
培
わ
れ
る
専
門
性
、
そ
し
て
語
学
を
中
心

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
す
。
多

様
な
人
々
が
集
う
国
際
社
会
で
、
専
門
性
は

信
頼
を
得
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
ま
た

国
際
通
用
性
の
あ
る
教
養
を
具
備
す
る
こ
と

は
、
人
間
性
と
社
会
性
の
陶
冶
や
人
生
を
設

計
す
る
力
の
源
と
な
る
と
と
も
に
、
人
と
人

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
着
想
に
も
教

養
が
力
に
な
り
ま
す
。
社
会
で
学
び
続
け
る

基
盤
、
ひ
い
て
は
世
界
を
つ
な
ぐ
叡
智
と
は

何
か
？
…
…
上
智
大
学
の
新
し
い
教
育
へ
の

挑
戦
で
す
。

本
学
は
、
上
智
な
ら
で
は
の
教
養
を
身
に

付
け
る
た
め
、
教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
抜

本
的
に
再
構
築
し
て
い
ま
す
。
本
学
が
重
視

す
る
人
間
教
育
に
加
え
て
、
書
く
力
と
読
む

力
、
情
報
を
整
理
す
る
力
、
同
時
に
デ
ー
タ

駆
動
型
社
会
で
問
わ
れ
る
人
間
の
本
質
を
見

極
め
る
力
な
ど
、
人
間
理
解
の
た
め
の
教
養

を
身
に
付
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
す
。

専
門
性
を
高
め
つ
つ
、
こ
れ
と
有
機
的
に
関

連
付
け
ら
れ
る
教
養
を
深
め
、
学
び
続
け
る

力
を
培
う
の
が
狙
い
で
す
。

ま
た
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
、

自
分
な
り
の「
経
験
値
」を
積
み
上
げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
既

に
存
在
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
発
展
途
上
国

へ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
す
。
現
地

で
歴
史
や
政
治
・
経
済
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

格
差
社
会
の
現
場
を
経
験
す
る
も
の
で
す
。

　
一
方
で
、
国
連
で
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

あ
り
ま
す
。
貧
困
問
題
の
解
決
に
は
、
現
場

の
実
情
を
理
解
す
る
視
点
と
、
国
際
協
調
か

ら
導
く
解
決
策
に
対
す
る
視
野
の
双
方
を
獲

得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
生
の
時
だ
か

ら
こ
そ
響
く
経
験
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、経
験
を
も
と
に
考
え
、デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
彩
に
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。

「
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ

ン
パ
ス
」
は
、
総
合
大
学
で
あ
る
上
智
の
特

徴
の
最
た
る
も
の
で
す
。
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
を
学
ぶ
学
生

と
90
か
国
か
ら
の
留
学
生
が
い
て
、
多
様
な

人
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、
意
見
の
相

違
の
受
容
や
意
見
の
主
張
な
ど
を
経
な
が
ら

自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

＊ 

一
定
の
入
学
基
準
を
満
た
す
学
生
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ス

イ
ス
の
大
学
院
な
ど
に
上
智
大
学
か
ら
推
薦
を
受
け
て
進

学
で
き
る
制
度
。
現
在
の
協
定
大
学
院
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
な
ど
が
あ
る
。

海
外
の
大
学
院
へ
の
特
別
進
学
制
度
を
設

け
、
国
際
社
会
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
道
筋
を

整
え
て
い
ま
す
。
海
外
の
協
定
大
学
院
に
本

学
か
ら
学
生
を
推
薦
す
る
制
度
で
す
。
あ
る

学
生
は
、
本
学
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
大
き

く
触
発
さ
れ
て
、
国
際
教
育
問
題
（
教
育
格

差
）
を
解
決
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ

の
制
度
を
使
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
の
大
学
院
に
入
学
し
、
国
連
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
に
参
加
し
な
が
ら
学
び
続

け
て
い
ま
す
。
本
学
で
学
ぶ
学
生
に
は
、
こ

の
学
生
の
よ
う
に
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を長期休暇中に行われるインドでのサービスラーニングプログラム

■設置学部・学科

上智大学

●神学部／神学科
●文学部／哲学科、史学科、国文学科、英文学
科、ドイツ文学科、フランス文学科、新聞学科

●総合人間科学部／教育学科、心理学科、社会
学科、社会福祉学科、看護学科

●法学部／法律学科、国際関係法学科、地球環
境法学科

●経済学部／経済学科、経営学科
●外国語学部／英語学科、ドイツ語学科、フラン
ス語学科、イスパニア語学科、ロシア語学科、
ポルトガル語学科

●総合グローバル学部／総合グローバル学科

●国際教養学部／国際教養学科
●理工学部／物質生命理工学科、機能創造理
工学科、情報理工学科

東京都千代田区紀尾井町7-1
TEL.03-3238-3167（学事局入学センター）

工学博士。理工学部機能創造理
工学科教授。専門は、機械力学・
鉄道工学。学生センター長、入
学センター長、学務担当副学長
を経て、現在に至る。

暉道佳明
てる    みち    よし    あき

上智大学
学長

社
会
で
学
び
続
け
る
基
盤
を

大
学
で
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切

教
養
、専
門
性
、豊
か
な
経
験
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス

国
際
社
会
で
学
び
続
け

自
ら
道
を
切
り
開
く
卒
業
生
た
ち

多様性豊かなキャンパスで
学び続ける基盤を培う

ーー上智大学の教育の約束ーー

「西洋と東洋をつなぐ架け橋」を目的に、1913年の建学当初から一貫して国際教育を
推進してきた上智大学。生涯学び続け、さらに進展する国際社会に貢献できる人を育

てる教育の方針について、暉道佳明先生に聞いた。
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EvidenceProcessVision
社会で学び続ける基盤づくり 学生が成長するための多様性の確保 国際社会への卒業生の輩出
データ駆動型＆グローバル社会で
自分の立ち位置を確立するため
に、社会で学び続け、将来を切り開
く基盤が必要。その基盤とは、人間
性、教養、専門性、コミュニケー
ション力を個性を持って備えるこ
と。国際通用性、創造性にあふれた
智の体系を持つ学生を育てたい。

広く深い教養を身に付け、豊富な
経験値を得るための抜本的な教
養教育プログラムの改革。学術的
多様性にあふれるワンキャンパス
＆国際性豊かなグローバルキャン
パスの両立を特色とした、多様な
環境下での学びの実現。

国際機関、グローバル企業、また
公務員、教員などにおいて、他者に
寄り添い社会課題を解決するリー
ダーとしてグローバルに活躍する
卒業生を多数輩出している。日本
人学生の留学経験者の割合は、
2018年度の7.2％から2023年
度には17.4％に増える見通し。

有
効
に
活
用
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
漕
ぎ

出
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
自
分
自
身
で
学
び
続
け
、
道
を
切
り

開
い
て
い
く
学
生
た
ち
で
す
。
海
外
で
実
体

験
を
積
み
、
国
際
社
会
に
は
ば
た
く
学
生
が

こ
れ
か
ら
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。

本
学
の
建
学
理
念
で
あ
る
「
他
者
の
た
め

に
、
他
者
と
と
も
に
生
き
る
人
」
と
な
っ
て
、

貧
困
問
題
や
環
境
問
題
を
は
じ
め
、
現
代
社

会
が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊

●専門教育・教養教育の展開
専門教育と教養教育が綿密に連携し合う、
選択肢が豊富でグローバルな修学環境が整っている。

学科専門科目（学科科目）

語学科目 全学共通科目

グローバル教育
センター開講科目

専門教育 教養教育

社会のグロー
バル化、情報化
に対応する次世
代社会に向けた

語学教育

多様性社会に
適用する

ト
ッ
プ
が
語
る
大
学
教
育
の
約
束

この大学の情報は「個別大学レポート」にも掲載されています。
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現
代
は
価
値
観
の
共
有
と
分
裂
が
同
時
に

起
こ
り
な
が
ら
、
環
境
や
技
術
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
時
代
で
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
に
は
、
私
た
ち
は
誰
も
が
地
球
市

民
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
と
、
専

門
を
異
に
す
る
多
様
な
立
場
の
人
と
協
働
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

I
C
U
の
初
代
学
長
、
湯
浅
八
郎
氏
が
掲

げ
た
大
学
の
理
念
の
一
つ
に
、「
明
日
の
大

学
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
明
日
は
今

日
よ
り
も
世
界
や
人
間
の
理
解
が
一
段
と
深

ま
っ
て
い
る
、
今
日
の
教
育
・
研
究
は
そ
の

た
め
に
あ
る
。
大
学
の
意
味
、
大
学
で
学
ぶ

意
味
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

大
学
で
は
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
他
者
と

国
籍
や
文
化
の
枠
を
超
え
て
対
話
す
る
た
め

の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

他
者
の
視
点
を
理
解
・
尊
重
し
、
自
ら
の
視

点
と
統
合
し
て
新
た
な
知
を
発
見
す
る
。
自

ら
の
常
識
に
つ
い
て
も
、
批
判
的
に
思
考
し
、

他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
、
課
題
を
解
決
す

る
。
そ
し
て
、
学
び
続
け
て
進
化
し
て
い
く
。

I
C
U
が
め
ざ
す
の
は
、
平
和
と
相
互
理

解
の
実
現
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
地
球
市

民
と
し
て
よ
り
よ
い
明
日
に
つ
い
て
考
え
、

実
践
に
結
び
付
け
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

I
C
U
の
授
業
の
特
長
は
、
少
人
数
・

対
話
型
の
教
育
で
す
。
学
生
同
士
、
教
員

と
学
生
、
教
員
同
士
が
対
話
し
な
が
ら
、

共
に
真
理
を
問
い
続
け
て
い
ま
す
。
多
様

性
・
国
際
性
の
高
さ
も
I
C
U
の
強
み
で
す
。

3
人
に
1
人
が
外
国
籍
の
教
員
と
、
約
50

か
国
か
ら
集
ま
る
学
生
が
共
に
学
ぶ
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
日
本
語
と
英
語
が
公
用
語
で
す
。

常
に
対
話
が
生
ま
れ
る
環
境
か
ら
、
自
分

と
異
な
る
考
え
や
価
値
観
を
知
り
、
他
者

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
国
際
社
会
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
中
で
の
自
己
理
解
が
深
ま
り
、
確

固
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
他
者
と
協

働
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

持
っ
た
人
が
育
ち
ま
す
。

I
C
U
は
、
1
9
5
3
年
の
献
学
以
来
、

日
本
の
高
等
教
育
に
は
な
か
っ
た
「
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
度
に
は
、
メ
ジ
ャ
ー
制
度
を

導
入
。
自
分
の
関
心
が
ど
の
分
野
に
あ
る

の
か
を
見
極
め
、
2
年
次
の
終
わ
り
ま
で
に
、

文
理
に
わ
た
る
30
余
り
の
メ
ジ
ャ
ー
（
専

修
分
野
）
か
ら
専
門
を
決
定
し
ま
す
。
関

心
の
あ
る
専
修
分
野
を
時
間
を
か
け
て
探

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
よ
り
意
欲
的
に

学
べ
る
の
で
す
。
例
え
ば
、「
経
済
学
を
学

び
た
い
」
と
思
っ
て
入
学
し
た
学
生
が
、

生
物
学
の
分
野
に
進
む
な
ど
、
学
び
の
中

で
文
理
の
区
別
を
超
え
て
専
修
分
野
が
変

わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
3
年
次
以
降
に
、

自
ら
選
ん
だ
専
修
分
野
を
中
心
に
、
学
び

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

第
3
の
言
語
の
習
得
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
言
語
を
学
ぶ
こ
と
は
、
相
手
の

文
化
を
相
手
の
立
場
で
理
解
し
、
世
界
へ

の
認
識
を
深
め
る
こ
と
で
す
。
I
C
U
で
は
、

自
発
的
な
言
語
学
習
と
し
て
、
日
本
語
、

英
語
の
ほ
か
に
、
9
つ
も
の
言
語
と
そ
の

背
景
に
あ
る
文
化
や
思
想
を
学
ぶ
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。

「
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版

2
0
1
9
」
で
は
、
I
C
U
は
私
立
大
学

で
は
総
合
1
位
と
な
り
ま
し
た
。「
国
際
性
」

と
学
生
調
査
な
ど
に
基
づ
く
「
教
育
充
実

度
」
も
私
立
大
学
1
位
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

特
に
、
後
者
は
学
生
満
足
度
と
同
様
に
「
４

年
間
の
学
び
の
満
足
度
」
と
し
て
も
捉
え

ら
れ
ま
す
。
日
本
の
学
生
の
自
己
肯
定
感
の

低
さ
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、
I
C
U
の
学

生
は
自
己
肯
定
感
が
高
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で

す
。
こ
れ
は
、
卒
業
後
も
学
び
続
け
る
人
生

の
土
台
に
な
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
今
、
頻
繁
に
「
生
産
性
」
が
話
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生
産

を
広
い
意
味
で
捉
え
る
と
、
価
値
観
を
生

み
出
す
「
創
造
性
」
で
も
あ
り
ま
す
。
全

て
の
学
問
は
、
モ
ノ
や
お
金
だ
け
で
は
捉

え
ら
れ
な
い
価
値
を
、
社
会
や
自
分
の
中

に
生
み
出
し
て
い
く
力
と
な
り
、
人
類
が

生
き
る
う
え
で
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。

I
C
U
で
、
お
子
さ
ま
の
好
奇
心
を
刺
激

す
る
、
一
生
学
び
続
け
ら
れ
る
学
び
の
土

台
を
見
い
だ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

文学修士（東京大学）。東京大学
助手を経て、ICUには1996年助
教授として着任。2007年教授、
教養学部副部長、アドミッション
ズ・センター長、教養学部長を経て、
2020年4月学長就任。専門はフ
ランス近・現代詩。

岩切正一郎
いわ    きり   しょう   いち    ろう

国際基督教大学
学長

他
者
と
の
対
話
と
協
働
を
通
し
て

よ
り
よ
い
明
日
を
め
ざ
す
　

多様な人 と々対話する中で
新たな価値を生み出す人を育てる

ーー国際基督教大学（ICU）の教育の約束ーー

献学以来、日英バイリンガルによるリベラルアーツ教育を実践してきた国際基督教大学（ICU）。
学生が自律的に学びの興味・関心を広げ、他者と対話するための学修の環境を整備してきた。
ICUがめざす教育について、2020年4月に学長に就任した岩切正一郎先生に話を伺った。

EvidenceProcessVision
対話から新たな価値を創造 少人数・対話型の教育 高い「教育充実度」
異なる背景を持つ他者と対話する
ためのスキルを身に付ける。他者
の視点を理解・尊重し、自らの視
点と統合して、新たな知や価値を
生み出せる人材を育てる。

多彩なバックグラウンドを持つ教
員や学生と対話しながら、他者と
自己を理解し、「個」を確立してい
く。視野を広げ、自ら学び、成長し
ていく力を養う。

THE世界大学ランキング日本版
2019の「教育充実度」分野で私立
大学1位。学生の４年間の学びの
満足度が高い。自ら学ぶことがで
きる自己肯定感が高い人材を輩出。

■設置学部・学科

国際基督教大学（ICU）

●教養学部／アーツ・サイエンス学科（美術・文
化財研究、音楽、文学、哲学・宗教学、経済学、
経営学、歴史学、法学、公共政策、政治学、国
際関係学、社会学、人類学、生物学、物理学、
化学、数学、情報科学、言語教育、言語学、教
育学、心理学、メディア・コミュニケーション・
文化、日本研究、アメリカ研究、アジア研究、
ジェンダー・セクシュアリティ研究、開発研究、
グローバル研究、平和研究、環境研究）

東京都三鷹市大沢3-10-2
TEL.0422-33-3058（パブリックリレーションズ・オフィス）
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＊2020年6月上旬までの取り寄せの場合は2020
年度（旧年度）大学パンフを、6月中旬以降の取
り寄せの場合は、2021年度（新年度）大学パン
フをお届けする予定です。

多
様
性・国
際
性
の
高
い
環
境
で

他
者・自
己
理
解
を
深
め
る

高
い
自
己
肯
定
感
が

生
涯
学
び
続
け
る
土
台
に
な
る

＜国際基督教大学の教育の特色＞

1・2年次に幅広い知識を修得後、3年次以降に専修分野（メジャー）を深めていく

国籍も専修分野も多彩な学生が集まるキャンパス

自分で選んだ
メジャーを中心に
深く学んでいく期間

自分の興味・関心の軸を
確認する期間

ト
ッ
プ
が
語
る
大
学
教
育
の
約
束
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「
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
」
を
標
榜
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
入
学
試
験
に
お
い
て
も
先
ん
じ

て
改
革
を
進
め
、
学
力
の
三
要
素
を
評
価

す
る
新
し
い
試
験
方
式
と
し
て
、
２
年
前

か
ら
「
高
大
接
続
A
d
v
a
n
c
e
入
試
」

を
一
般
入
試
と
A
O
入
試
に
導
入
し
て
い

ま
す
。
A
O
入
試
な
ど
の
面
接
で
は
、
受

験
生
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
て
い

ま
す
。
本
学
は
、
何
よ
り
も
夢
を
持
っ
た

若
者
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
立
正
大
学
の
源
流
は
、
1
5
8
0
年
に
日

蓮
宗
の
教
育
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
飯

高
檀
林
」
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
教
育
・

研
究
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
大
正

13
年
の
大
学
令
公
布
に
よ
り
、
立
正
大
学
は

誕
生
し
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
に
は
開
校

1
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
学
令
が
公
布

さ
れ
た
当
時
は
、
日
本
が
近
代
的
な
文
化
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
急
速
に
変
化
を
遂
げ
た

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
本
学
は
長
い
歴
史
の

中
で
、
常
に
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
、
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
A
I

の
技
術
的
発
展
が
飛
躍
的
に
進
み
、
産
業
構

造
が
大
き
く
変
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す
加

速
。
大
学
も
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
さ
な
か
に

あ
り
、
日
本
の
受
験
生
が
海
外
の
大
学
に
進

学
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
本
学
の
教
育
に
対
す
る
考
え
は
今
も

昔
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、「
モ

ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
―
―
モ
ラ
ル

と
融
合
し
た
感
性
豊
か
な
専
門
性
を
備
え
た

人
材
を
育
て
る
こ
と
。
そ
し
て
、
次
世
代
に

必
要
と
さ
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　
〈「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
育

む
。〉は
、本
学
が
掲
げ
て
い
る
教
育
目
標
で
す
。

本
学
の
全
て
の
学
生
が
、
所
属
す
る
学
部
学

科
の
学
び
を
究
め
て
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
学
識
と
専
門
性
を
磨
き

な
が
ら
、
他
者
の
価
値
観
や
文
化
を
受
容
す

る
姿
勢
と
、
自
ら
の
考
え
を
持
っ
て
主
体
的

に
行
動
す
る
姿
勢
を
兼
ね
備
え
た
「
モ
ラ
リ

ス
ト
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
性
を
育

ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
育
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
本

学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
講
義
科
目
と
実
習
科
目
の

両
方
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取

り
入
れ
て
い
る
こ
と
。
全
学
生
が
１
年
次
に

履
修
す
る
必
修
科
目
「
学
修
の
基
礎
」
は
そ

の
一
つ
で
、
少
人
数
制
の
授
業
に
よ
り
、
資

料
の
収
集
方
法
や
論
文
の
書
き
方
、
発
表
や

討
論
の
方
法
な
ど
、「
大
学
で
の
学
び
方
」

を
主
体
的
に
修
得
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
2
0
2
1
年
度
に
は
「
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
〈
仮
称
〉」
の
新
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」は
、

産
業
界
が
注
目
し
て
い
る
技
術
の
一
つ
。

本
学
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
対

す
る
取
り
組
み
に
早
期
か
ら
着
手
し
て
お
り
、

教
育
手
法
の
開
発
や
学
修
成
果
の
検
証
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
文
部
科
学
省
「
大
学
教
育
再
生
加

速
プ
ロ
グ
ラ
ム（
A
P
）」の「
テ
ー
マ
Ⅰ（
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
地
球
環
境
科
学
部
の
成
果
を
紹
介

し
ま
す
と
、
大
教
室
多
人
数
講
義
科
目
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
双
方
向
授
業
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
連
携
を
軸
に
し
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
学
生
の
主
体

的
な
学
修
姿
勢
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
考

察
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を

促
し
て
い
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も

引
き
続
き
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

推
進
に
力
を
入
れ
て
い
く
方
針
で
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ど
う
か
お
子
さ

ま
の
個
性
を
尊
重
し
、
お
子
さ
ま
の
「
ど
の

よ
う
な
仕
事
に
就
き
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を

歩
ん
で
い
き
た
い
の
か
」
と
い
う
思
い
を
か

な
え
る
場
と
し
て
、
大
学
進
学
を
検
討
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
立
正
大

学
は
こ
れ
か
ら
も
〈「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」
を
育
む
。〉
と
い
う
教
育
目
標

を
根
底
に
据
え
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
「
未

来
へ
の
想
い
」
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
目
標

実
現
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2019年度から現職。ニューヨー
ク州立大学助教授、東京大学大
学院教授等を経て、2016年よ
り立正大学経済学部教授、東京
大学名誉教授。2010年紫綬褒
章受章。

吉川 洋
よし    かわ     ひろし

立正大学
学長

創
立
か
ら
の
長
い
歴
史
の
中
で

育
ん
で
き
た
教
育
の
あ
り
方

アクティブ・ラーニングを取り入れ、
専門性と人間性を備えた人材を育成

ーー立正大学の教育の約束ーー

教育機関として長い歴史を誇る立正大学は、〈「モラリスト×エキスパート」を育む。〉を
教育目標に掲げ、アクティブ・ラーニングを取り入れた教育を実践している。同大学の

吉川洋学長に、高等教育のあり方について語っていただいた。

EvidenceProcessVision
「モラリスト×エキスパート」

を育む。
Visionに基づく正課・
正課外での学び

考察力・
コミュニケーション力の

向上を促すモラルと融合した感性豊かな専門
性を育む教育により、次世代に必
要とされる人材の育成。

全学共通科目「学修の基礎」を中
心に、全学部でアクティブ・ラーニ
ングを推進。

アクティブ・ラーニングの取り組み
が文部科学省の「大学教育再生
加速プログラム」に選定された。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部〈
仮
称
〉を

2
0
2
1
年
度
に
新
設
予
定

文
部
科
学
省
の
大
学
教
育
再
生
加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
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■設置学部・学科

立正大学

〈品川キャンパス〉
●心理学部／臨床心理学科、対人・社会心理
学科

●法学部／法学科
●経営学部／経営学科
●経済学部／経済学科
●文学部／哲学科、史学科、社会学科、文学
科（日文・英文）

●仏教学部／仏教学科、宗学科
〈熊谷キャンパス〉
●地球環境科学部／環境システム学科、地理
学科

●社会福祉学部／社会福祉学科、子ども教育
福祉学科

●データサイエンス学部〈仮称〉＊
    ＊ 2021年4月設置構想中。名称や内容は計画中で
あり、変更が生じる場合もあります。

〈品川キャンパス〉東京都品川区大崎4-2-16
TEL.03-3492-6649（入試センター直通）

だ
か
だ
ん
り
ん

い
い

ひ
ょ
う
ぼ
う

●立正大学の学びのしくみ
知識のインプット・成果のアウトプットを通して自己を表現する４つの力を修得

「モラリスト
×

エキスパート」
を育む。

思考力

実践的
スキル知識・教養

コミュニケー
ション
能力

演習・
実習

スキルアップ
プログラム

講義

ゼミナール

思考力、実践的スキル
実践的な実習を通して、情報を多面的に見
ながら一つひとつを組み立てていく論理
的思考力や、自ら問題を設定して解決に向
けて熟考する創造的思考力を養います。

実践的スキル、コミュニケーション能力
自然現象や社会現象を調査・分析できる
数量的スキル、絡み合う情報を分析して活
用できる高度な専門スキル、免許・資格の
取得試験合格をめざす実践的スキルを身
に付けます。

知識・教養、思考力
教室で行われる講義を通して、自国と海外
の文化に対する知識をはじめ、社会や自然
にまつわる知識・教養、自らが選択した専
門分野に関する基礎的な知識まで、幅広く
修得します。

コミュニケーション能力、知識・教養
専門的な研究を少人数で行う「ゼミナー
ル」を中心に、日本語や外国語を用いての
コミュニケーションを取ることのできる能
力、さらにはチームワークをもって物事を
実行していく能力を育みます。

この大学の情報は「2021年度開設予定　新しい大学・学部・学科情報」にも掲載されています。

し
ん  

し

ト
ッ
プ
が
語
る
大
学
教
育
の
約
束
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広
島
女
学
院
大
学
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
基
づ
い
た
人
格
教
育
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
人
格
教
育
と
は
人
間
教
育
で
は
な
く
、

自
己
認
識
・
人
格
形
成
で
あ
り
、
わ
か
り
や

す
く
言
え
ば
「
ぶ
れ
な
い
個
・
私
」
を
育
む

教
育
で
す
。
そ
の
土
台
に
「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
一
生
涯
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
そ
の
中
で
特
に
「
女
性
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
」
に
重
点
を
置
い
た
学
び

で
す
。
社
会
で
活
躍
し
て
報
酬
を
得
る
た
め

の
知
識
・
教
養
だ
け
で
な
く
、
結
婚
、
転
職
、

出
産
、
育
児
、
親
の
介
護
な
ど
、
人
生
の
あ

ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ジ
を
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
捉
え
、

そ
の
時
々
で
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
輝
け

る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

学
生
は
全
学
共
通
で
、
自
己
・
他
者
・
社

会
と
の
関
係
を
学
ぶ
「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
科

目
」
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ラ
イ

フ
キ
ャ
リ
ア
科
目
は
45
科
目
あ
り
、
他
学
科

の
科
目
で
自
分
の
将
来
構
想
に
役
立
つ
も
の

を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
が
１
年
次
の
必
修
科
目
「
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
」
で
女
性
の
一
生
に
つ
い
て
講

義
を
す
る
と
、
学
生
た
ち
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
て
聴
い
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
も
質
問
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
い
か
に
生
き
る
か
」
に
、
み
ん
な
興

味
が
あ
る
の
で
す
。

「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
出
過
ぎ
た
杭
は
打
た
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
一
人
ひ
と
り
の
良
さ

を
伸
ば
す
た
め
に
も
、「
出
る
杭
を
育
て
る

教
育
」
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生

た
ち
に
は
自
ら
出
る
杭
に
な
る
信
念
を
持
ち
、

途
中
で
諦
め
ず
に
と
こ
と
ん
や
り
切
る
。
そ

ん
な
力
を
大
学
時
代
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
学
び
は
大
学
時
代
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、一
生
涯
続
き
ま
す
。そ
の
イ
メ
ー

ジ
を
絵
に
し
た「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
ツ
リ
ー
」

を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
本

学
の
学
生
は
４
年
間
で
基
礎
科
目
、
ラ
イ
フ

キ
ャ
リ
ア
科
目
、
専
門
科
目
と
学
び
を
積
み

重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
が
自
信
を

持
っ
て
一
生
涯
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
人
生

の
土
台
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
ぶ

れ
な
い
個
・
私
」
が
確
立
さ
れ
、
そ
の
先
に

就
職
や
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
の
で
す
。

そ
こ
で
本
学
で
は
、
卒
業
後
も
活
用
で
き

る
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
卒
業
生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
節

目
に
母
校
に
戻
っ
て
き
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
り
パ
ワ
ー
を
チ
ャ
ー
ジ
し
た
り
し
て
ほ

し
い
。
そ
の
た
め
、
講
演
会
、
再
就
職
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
、
女
性
の
一
生
涯
を
支
え
る
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
女
性
の
就
業
が
急
速
に
促
進
さ
れ

る
な
ど
、
女
性
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
世
界
に
目

を
向
け
る
と
、
社
会
進
出
に
お
け
る
男
女
格

差
を
示
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」

で
は
、
日
本
は
各
国
に
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
低

い
の
が
実
状
で
す
。

「
目
立
た
な
い
こ
と
が
美
徳
」
と
い
う
よ
う

な
日
本
的
な
価
値
観
は
、
国
際
社
会
で
は
通

用
し
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
と
ノ
ー
を
明
確
に
示

す
生
き
方
こ
そ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
軸

を
養
う
た
め
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
立
脚
し

た
教
育
に
は
意
義
が
あ
り
ま
す
。
本
学
の
建

学
の
精
神
に
「
我
ら
は
神
と
共
に
働
く
者
な

り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
私
自
身
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
だ
か
ら
こ
そ
、
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面

で
も
自
分
を
厳
し
く
律
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
学
ぶ
う
え
で
は
女
子
大
学
で
あ
る

こ
と
も
利
点
で
す
。
何
事
も
自
分
た
ち
で
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
で
は
、
自
ず
と

甘
え
か
ら
解
放
さ
れ
、
判
断
力
・
決
断
力
な

ど
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
育
ち
ま
す
。
本
当

に
や
り
た
い
こ
と
に
も
専
念
で
き
ま
す
。
あ

る
い
は
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、
仕
事
、
結
婚
、

子
育
て
、
介
護
な
ど
の
悩
み
に
つ
い
て
相
談

で
き
る
、
一
生
涯
の
友
を
得
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

大
事
な
の
は
「
ど
の
大
学
に
入
っ
た
か
」

で
は
な
く
、「
ど
の
よ
う
な
女
性
に
成
長
し

て
社
会
に
出
る
か
」
で
す
。
そ
れ
が
女
性
の

一
生
涯
を
決
め
る
と
考
え
ま
す
。
広
島
女
学

院
大
学
の
卒
業
生
が
多
様
な
分
野
で
生
き
生

き
と
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
る
に
つ
け
、「
女

子
大
学
で
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
」
と
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

東京女子大学卒、ホイートン大
学大学院修了。ハーバード大学
客員研究員、東京女子大学教授・
学長を経て現職。瑞宝中綬章受
章、ペスタロッチー教育賞受賞。
二男一女の母。

湊 晶子
みなと　  あき      こ

広島女学院大学
学長

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践

ライフキャリア教育こそが
女性の一生涯を生き抜く力を育む

ーー広島女学院大学の教育の約束ーー

社会の多方面で活躍する女性たちを輩出してきた広島女学院大学。女性の一生涯を
生き抜く力を育む「ライフキャリア教育」とは何か。教育者として60年奔走し、

自ら女性の躍進を体現してきた湊晶子学長に聞いた。

EvidenceProcessVision
ぶれない個・私をつくる ライフキャリア教育の実践 卒業生が多方面で活躍
キリスト教精神に基づいた教育に
よる、自己認識・人格形成。「ぶれ
ない個・私」をつくり、自ら出る杭
になる信念を4年間で培う。

女性の一生涯を生き抜く力を育む
ライフキャリア科目を45科目（必
修2科目、選択43科目）用意。全学
共通で自由に選択できるように。

教育、マスコミ、航空、医療など、さ
まざまな業界の第一線で活躍して
いる卒業生を数多く輩出。学部卒
業時の就職率98.4%（2019年3
月卒業生実績）。

一
生
涯
学
び
は
続
く―

―

自
ら
出
る
杭
に
な
る
信
念
を

女
子
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

人
格
教
育

■設置学部・学科

広島女学院大学

●人文学部／国際英語学科［GSEコース、英語
文化コース］、日本文化学科

●人間生活学部／生活デザイン学科［生活プロ
デュース、被服・ファッションデザイン、インテ
リア・住居・建築デザイン、地域デザイン］、管
理栄養学科、児童教育学科［幼児教育コース、
児童教育コース］

広島市東区牛田東4-13-1
TEL.082-228-8365（入試課直通）

く
い

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

全学共通の基礎科目

ライフキャリア科目／自己・他者・社会との関係性と女性の生き方

各学科の学び

そ
の
他

そ
の
他

進 

学
進 

学
就 

職
就 

職

転 職 親の
介護 育 児

出 産

結 婚

再就職

休 職

ボラン
ティア

自分らしく 生き生きと

ぶれない個・私

人
生
の

土
台
づ
く
り

女
性
の
一
生
を
自
信
を
持
っ
て

ライフキャリアツリー

せ
っ  

さ  

た
く  

ま

ト
ッ
プ
が
語
る
大
学
教
育
の
約
束
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